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はじめに

こ こ では、こ のマニ ュ アル ド キ ュ メ ン ト の対象読者、構成、および表記法について説明し ます。ま
た、関連資料の入手方法に関する情報も示し ます。こ の章は、次の項で構成されています。

 • 対象読者、v ページ

 • 関連資料、vi ページ

 • マニ ュ アルの入手方法およびテ ク ニカル サポー ト 、vii ページ

対象読者
こ の ド キ ュ メ ン ト は、Cisco Connected Mobile Experiences（Cisco CMX）の設定および保守に携わ
る、十分な経験を持つネ ッ ト ワーク管理者を対象 と し ています。

表記法
こ のマニ ュ アルでは、次の表記法を使用し ています。

表記法 説明

太字 コ マン ド 、キーワー ド 、ユーザ入力テキ ス ト は太字で表示し ています。

イ タ リ ッ ク体 文書の タ イ ト ル、新規用語、強調する用語、およびユーザが値を指定する引
数は、イ タ リ ッ ク体 で示し ています。

[   ] 角カ ッ コ の中の要素は、省略可能です。

{x | y | z} 必ずいずれか 1 つを選択し なければな ら ない必須キーワー ド は、波カ ッ コ
で囲み、縦棒で区切って示し ています。

[x | y | z] いずれか 1 つを選択で き る省略可能なキーワー ド は、角カ ッ コ で囲み、縦
棒で区切って示し ています。

string 引用符を付けない一組の文字。文字列を引用符で囲ま ないで く だ さ い。引
用符で囲む と 、文字列に引用符が含まれる こ と にな り ます。

courier フ ォ ン ト シ ス テムが表示する端末セ ッ シ ョ ンおよび情報は、courier フ ォ ン ト で示
し ています。

<   > パス ワード のよ う に出力されない文字は、山カ ッ コで囲んで示し ています。
v
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関連資料
（注） 「注釈」です。役立つ情報やこ のマニ ュ アルに記載さ れていない参照資料を紹介し ています。

ヒ ン ト 「問題解決に役立つ情報」です。ヒ ン ト には、ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グや操作方法ではな く 、ワ ン
ポ イ ン ト ア ド バイ ス と 同様に知ってお く と 役立つ情報が記述される場合も あ り ます。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷ま たはデータ損失を予防する ための注意事項が記述されてい
ます。

「時間の節約に役立つ操作」です。記述さ れている操作を実行する と 時間を節約で き ます。

警告 安全上の重要事項 
 

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱い作
業を行う と きは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意し て く だ さ い。各警告
の最後に記載されているステー ト メ ン ト 番号を基に、装置に付属の安全についての警告を参照
し て く だ さ い。 
 

これらの注意事項を保管し ておいて く だ さ い。

警告 このシンボルを使ったステー ト メ ン ト は、追加情報および規制要件または顧客要件に準拠する
ためのものです。

関連資料
Cisco Mobility Services Engine および関連製品についての詳細は、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/wireless/mobility-services-engine/tsd-products-support-series-h

ome.html を参照し て く だ さ い。

[   ] シ ス テム  プ ロ ンプ ト に対するデフ ォル ト の応答は、角カ ッ コ で囲んで示
し ています。

!、# コー ド の先頭に感嘆符（!）ま たはポン ド 記号（#）があ る場合には、コ メ ン ト
行であ る こ と を示し ます。

ワンポイ ン ト  
ア ド バイス
vi
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マニュアルの入手方法およびテ クニカル サポー ト  
マニュアルの入手方法およびテクニカル サポー ト
マニ ュ アルの入手方法、テ ク ニカル サポー ト 、その他の有用な情報については、次の URL で、毎
月更新さ れる『What's New in Cisco Product Documentation』を参照し て く だ さ い。シ ス コ の新規お
よび改訂版の技術マニ ュ アルの一覧も示さ れています。
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSS フ ィ ー ド と し て購読で き ます。ま た、リ ー
ダー アプ リ ケーシ ョ ン を使用し て コ ンテン ツがデス ク ト ッ プに直接配信される よ う に設定する
こ と も で き ます。RSS フ ィ ー ド は無料のサービ スです。シ ス コは現在、RSS バージ ョ ン  2.0 をサ
ポー ト し ています。
vii
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C H A P T E R 1

CLI コマン ド

この章では、Cisco Connected Mobile Experiences（Cisco CMX）の CLI コマン ド について説明し ます。

 • cmxctl コ マン ド （1-1 ページ）

 • cmxctl config コ マン ド （1-22 ページ）

 • cmxos コ マン ド （1-30 ページ）

注 Cisco CMX の コ ンテキ ス ト で CLI を使用する には、コ ン ソールか ら仮想マシン（VM）ま たはアプ
ラ イ アン スにア ク セスする か、サーバへの IP 接続が可能な場合はセキ ュ ア  シ ェル（SSH）を使用
し てサーバにア ク セス し ます。

次のオプシ ョ ン を使用し て、出力を操作し た り 、コ マン ド のヘルプを表示し た り で き ます。

 • -v ま たは --verbose：詳細出力を表示し ます。

 • -q ま たは --quiet：すべての出力を抑止し ます。

 • --help：シ ス テムに用意されているヘルプ テキ ス ト を表示し ます（例：cmxos --help）。

cmxctl コマン ド
こ こでは、タ ス クのデバッ グの実行、有効化、開始に使用でき る  cmxctl コマン ドの一覧を示し ます。

 • cmxctl checklogs（1-2 ページ）

 • cmxctl debug（1-3 ページ）

 • cmxctl disable（1-4 ページ）

 • cmxctl dump（1-6 ページ）

 • cmxctl enable（1-7 ページ）

 • cmxctl jobs（1-9 ページ）

 • cmxctl node（1-11 ページ）

 • cmxctl restart（1-12 ページ）

 • cmxctl start（1-14 ページ）

 • cmxctl status（1-16 ページ）

 • cmxctl stop（1-18 ページ）

 • cmxctl version（1-21 ページ）
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第 1 章      CLI コ マン ド          
cmxctl checklogs
cmxctl checklogs
ロ グ を確認し た り 、レポー ト を生成し た り する には、cmxctl checklogs コ マン ド を使用し ます。

cmxctl checklogs

構文の説明 こ の コ マン ド には引数ま たはキーワー ド はあ り ません。

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

使用上のガイ ド
ラ イ ン

レポー ト が生成さ れた後、エ ラーが記載さ れた特定の ロ グ を表示し て詳細を確認で き ます。

た と えば、/opt/cmx.var.log.cmxjobs.log.3 に 108 のエ ラーがあ る場合、対応する フ ァ イルを表示す
る には、コ マン ド  more /opt/cmx.var.log.cmxjobs.log.3 を使用し ます。

例 以下に、ロ グ を確認し て レポー ト を生成する例を示し ます。

[root@server]# cmxctl checklogs

************************************************************************
Checking /opt/cmx/var/log/cmxjobs.log.3 for errors..
/opt/cmx/var/log/cmxjobs.log.3 has 108 errors
**********************************************************************
Checking /opt/cmx/var/log/system-cron.log for errors..
/opt/cmx/var/log/system-cron.log has 0 errors
************************************************************************
Checking /opt/cmx/var/log/cmxjobs.log for errors..
/opt/cmx/var/log/cmxjobs.log has 81 errors
************************************************************************
Checking /opt/cmx/var/log/collectd.log for errors..
/opt/cmx/var/log/collectd.log has 0 errors
***********************************************************************
Checking /opt/cmx/var/log/consul.log for errors..
/opt/cmx/var/log/consul.log has 0 errors
************************************************************************
Checking /opt/cmx/var/log/qless-py-worker.log for errors..
/opt/cmx/var/log/qless-py-worker.log has 0 errors
************************************************************************
Checking /opt/cmx/var/log/influxdb.log for errors..
/opt/cmx/var/log/influxdb.log has 0 errors
************************************************************************
Checking /opt/cmx/var/log/cmxjobs.log.4 for errors..
/opt/cmx/var/log/cmxjobs.log.4 has 108 errors
***********************************************************************
1-2
Cisco CMX コ マン ド  リ フ ァ レンス ガイ ド

  



 

第 1 章      CLI コマン ド
cmxctl debug 
cmxctl debug
現在のデ ィ レ ク ト リ にデバ ッ グ  tar フ ァ イルを作成する には、cmxctl debug を使用し ます。

cmxctl debug 

構文の説明 こ の コ マン ド には引数ま たはキーワー ド はあ り ません。

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

使用上のガイ ド
ラ イ ン

作成さ れる  デバ ッ グ  tar フ ァ イルのサ イ ズは約 300 MB です。フ ァ イルの作成が完了する まで、
90 秒かか り ます。

例 以下に、現在の作業デ ィ レ ク ト リ にデバ ッ グ  tar フ ァ イルを作成する例を示し ます。

[root@server]# cmxctl debug

running locally
Dumping debug information...
[localhost] Executing task 'dump_config'
cp: cannot stat `/opt/cmx/share/upgrade.answers': No such file or directory
[localhost] Executing task 'dump_state'
running 'ps aux'
running 'ifconfig -a'
running 'cmxctl status'
running 'ulimit -a'
running 'ps -u root,postgres -o %cpu,%mem,cmd'
running 'netstat -o -n -a'
running 'df -h'
running 'ntpdate -d 172.19.28.250'
running 'consul members'
[localhost] Executing task 'dump_apis'
getting /api/config/v1/clusters
getting /api/config/v1/nodes
[localhost] Executing task 'dump_hosts'
pinging configuration.service.consul
pinging location.service.consul
pinging 6379.cache.service.consul
pinging 6380.cache.service.consul
pinging 6381.cache.service.consul
pinging database.service.consul
pinging analytics.service.consul
pinging halo.service.consul
Done.
1-3
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cmxctl disable
cmxctl disable
サービ ス を無効にする には、cmxctl disable コ マン ド を使用し ます。

cmxctl disable {analytics | agent | cache_6379 | cache_6380 | cache_6381 | cassandra | 
configuration | confd | consul | database | haproxy | location | matlabengine | metrics | 
nmsplb | influxdb | iodocs | qlesspyworker}

構文の説明

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

analytics 計算さ れた位置データ を分析し ます。

agent Cisco CMX シ ス テムの ラ イ フサ イ ク ルを管理し ます。Cisco CMX で実
行さ れるすべてのサービ ス を開始、停止、およびモニ タ し ます。

cache_6379 ロ ケーシ ョ ン  サービ スに よ って使用さ れるサービ ス を キ ャ ッ シ ュ し
ます。

cache_6380 分析サービ スに よ って使用さ れるサービ ス を キ ャ ッ シ ュ し ます。

cache_6381 分析サービ スに よ って使用さ れるサービ ス を キ ャ ッ シ ュ し ます。

cassandra ロ ケーシ ョ ン  サービ スで履歴データ に使用する  Cassandra デー
タベース  サービ ス を有効化し ます。

configuration ノ ー ド およびク ラ ス タ を構成し ます。

confd 内部サービ ス。

consul 内部サービ ス。

database 分析および構成サービ スに よ って使用さ れるデータベース  サービ ス
を有効化し ます。

haproxy すべてのサービ ス  API に対し て TCP ま たは HTTP ロー ド  バラ ンサの
ゲー ト ウ ェ イ を有効化し ます。

location 位置を計算する ロ ケーシ ョ ン  サービ ス を有効化し ます。

matlabengine ロ ケーシ ョ ン  サービ スのア ク セス  ポ イ ン ト  ヒ ー ト マ ッ プを提供し
ます。

metrics シ ス テム  メ ト リ ッ ク を収集し ます。

nmsplb Network Mobility Services Protocol（NMSP） メ ッ セージを ロ ケーシ ョ ン  
サービ スに配信する ために使用する ロー ド  バ ラ ンサ サービ ス を有効
化し ます。

influxdb さ ま ざ ま なサービ スの統計情報を保管する ために使用するデー
タベース  サービ ス を有効化し ます。

iodocs さ ま ざ ま なサービ スに よ って提供さ れる  REST API のオン ラ イ ン  
ド キ ュ メ ン ト  サービ ス を有効化し ます。

qlesspyworker 内部サービ ス。
1-4
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cmxctl disable 
例 以下に、Cassandra データベース  サービ ス を無効化する例を示し ます。

[root@server]# cmxctl disable cassandra

Done
The nodeagent service is currently running with PID: 31776
Stopping cassandra process...
Done
Successfully shutdown cassandra Process.
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cmxctl dump
cmxctl dump
現在のデ ィ レ ク ト リ に構成 tar フ ァ イルを作成する には、cmxctl dump を使用し ます。

cmxctl dump

構文の説明 こ の コ マン ド には引数ま たはキーワー ド はあ り ません。

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

例 以下に、現在の作業デ ィ レ ク ト リ に構成 tar フ ァ イルを作成する例を示し ます。

[root@server]# cmxctl dump

running locally
Dumping configuration information...
[localhost] Executing task 'dump_config'
Done.
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cmxctl enable 
cmxctl enable
サービ ス を有効化する には、cmxctl enable コ マン ド を使用し ます。

cmxctl enable {analytics | agent | cache_6379 | cache_6380 | cache_6381 | cassandra | 
configuration | confd | consul | database | haproxy | location | matlabengine | metrics | 
nmsplb | influxdb | iodocs | qlesspyworker}

構文の説明

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

analytics 計算さ れた位置データ を分析し ます。

agent Cisco CMX シ ス テムの ラ イ フサ イ ク ルを管理し ます。Cisco CMX で実
行さ れるすべてのサービ ス を開始、停止、およびモニ タ し ます。

cache_6379 ロ ケーシ ョ ン  サービ スに よ って使用さ れるサービ ス を キ ャ ッ シ ュ し
ます。

cache_6380 分析サービ スに よ って使用さ れるサービ ス を キ ャ ッ シ ュ し ます。

cache_6381 分析サービ スに よ って使用さ れるサービ ス を キ ャ ッ シ ュ し ます。

cassandra ロ ケーシ ョ ン  サービ スで履歴データ に使用する  Cassandra デー
タベース  サービ ス を有効化し ます。

configuration ノ ー ド およびク ラ ス タ を構成し ます。

confd 内部サービ ス。

consul 内部サービ ス。

database 分析および構成サービ スに よ って使用さ れるデータベース  サービ ス
を有効化し ます。

haproxy すべてのサービ ス  API に対し て TCP ま たは HTTP ロー ド  バラ ンサの
ゲー ト ウ ェ イ を有効化し ます。

location 位置を計算する ロ ケーシ ョ ン  サービ ス を有効化し ます。

matlabengine ロ ケーシ ョ ン  サービ スのア ク セス  ポ イ ン ト  ヒ ー ト マ ッ プを提供し
ます。

metrics シ ス テム  メ ト リ ッ ク を収集し ます。

nmsplb Network Mobility Services Protocol（NMSP） メ ッ セージを ロ ケーシ ョ ン  
サービ スに配信する ために使用する ロー ド  バ ラ ンサ サービ ス を有効
化し ます。

influxdb さ ま ざ ま なサービ スの統計情報を保管する ために使用するデー
タベース  サービ ス を有効化し ます。

iodocs さ ま ざ ま なサービ スに よ って提供さ れる  REST API のオン ラ イ ン  
ド キ ュ メ ン ト  サービ ス を有効化し ます。

qlesspyworker 内部サービ ス。
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cmxctl enable
例 次に、分析サービ ス を有効化する例を示し ます。

[root@server]# cmxctl enable analytics

The nodeagent service is not running.
Agent is not running, starting it now.
Starting nodeagent Process...
Retrying..
Done
Started nodeagent service with PID: 31027
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cmxctl jobs
定期的なバ ッ ク グ ラ ウ ン ド  ジ ョ ブを設定する には、cmxctl jobs コ マン ド を使用し ます。

cmxctl jobs {cancel jobname | list | run jobname | runnow jobname}

構文の説明

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

使用上のガイ ド
ラ イ ン

Apache Cassandra データベースは、位置の履歴データ を保管し ます。デ ィ ス ク使用量を抑え る た
めには、プルーニン グ を実行する必要があ り ます。Cisco CMX 10.2 には、データベース  サ イ ズを
プルーニン グする オプシ ョ ンが導入さ れています。デフ ォル ト のデ ィ ス ク  プルーニン グ  タ ス ク
は 90 日間隔で実行されます。

cmxctl jobs runnow cleanupcassandra コ マン ド を使用し て、Cassandra データベースの ク リ ーン
ア ッ プ ジ ョ ブ（2 日間隔で実行さ れる標準のス ケジ ュール済みタ ス ク）をオンデマン ド で実行す
る こ と も で き ます。

例 以下に、バ ッ ク グ ラ ウ ン ド  ジ ョ ブを実行する例を示し ます。

[root@server]# cmxctl jobs run LocationIndexCleanup

submitted the job, verify using cmxctl jobs list.

cancel ス ケジ ュール済みジ ョ ブを キ ャ ンセルし ます。

jobname ジ ョ ブの名前。

list すべてのス ケジ ュール済みジ ョ ブを一覧表示し ます。

run 指定し た時刻にジ ョ ブを実行し ます。

runnow 1 回限 り のジ ョ ブ実行を ト リ ガーし ます。
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cmxctl metrics notification
Cisco Connected Mobile Experiences（Cisco CMX）フ ァ イルの通知 メ ト リ ッ ク を生成する には、
cmxctl metrics notification コ マン ド を使用し ます。

cmxctl metrics notification

構文の説明 こ の コ マン ド にはキーワー ド ま たは引数はあ り ません。

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

使用上のガイ ド
ラ イ ン

notification キーワー ド は、通知の メ ト リ ッ ク を指定し ます。

例 以下に、Cisco CMX フ ァ イルの メ ト リ ッ ク を生成する例を示し ます。

[root@server]# cmxctl metrics notification

+--------------------------------+------------+------------+-----------------+------------
-----+
|            EndPoint            |  Success   |  Failure   |   SuccessRate   |   
FailureRate   |
+================================+============+============+=================+============
=====+
+--------------------------------+------------+------------+-----------------+------------
-----+
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cmxctl node
ノ ー ド の イ ン ス ト ールを管理する には、cmxctl node コ マン ド を使用し ます。

cmxctl node {addswap | configure | install | reinstall | sslmode {disable | enable} | uninstall | 
upgrade | verify} 

構文の説明

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

例 以下に、ノ ー ド の イ ン ス ト ールを管理する例を示し ます。

[root@server]# cmxctl node sslmode enable

enabling ssl
ssl enabled

addswap ノ ー ド に 10 GB のス ワ ッ プ領域を追加し ます。

configure ノ ー ド の仕様を確認し ます。

install Cisco Connected Mobile Experiences（Cisco CMX）の初期イ ン ス ト ール
を実行し ます。

reinstall 既存の イ ン ス ト ール済み環境を再イ ン ス ト ールし ます。

sslmode disable セキ ュ ア  ソ ケ ッ ト  レ イ ヤ（SSL）をデ ィ セーブルに し ます。

sslmode enable SSL を イ ネーブルに し ます。

uninstall ソ フ ト ウ ェ アをアン イ ン ス ト ールし ます。

upgrade Cisco CMX を  URL ま たはフ ァ イルか ら ア ッ プグ レー ド し ます。URL 
を使用し たア ッ プグ レー ド は、次の 2 つのス テ ッ プで行われます。

1. フ ァ イル（Red Hat Package Manager [RPM]）をダ ウ ン ロー ド し ま
す。こ の場合、イ メ ージをダ ウ ン ロー ド する ために、HTTP ま たは 
FTP リ ン ク が必要にな り ます。

2. RPM を イ ン ス ト ールし ます。

verify ノ ー ド の設定を確認し ます。
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cmxctl restart
cmxctl restart
Cisco Connected Mobile Experiences（Cisco CMX）サービ ス を再開する には、cmxctl restart コ マン
ド を使用し ます。

cmxctl restart {analytics | agent | cache_6379 | cache_6380 | cache_6381 | cassandra | 
configuration | confd | consul | database | haproxy | location | matlabengine | metrics | 
nmsplb | influxdb | iodocs | qlesspyworker}

構文の説明

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

analytics 計算さ れた位置データ を分析し ます。

agent Cisco CMX シ ス テムの ラ イ フサ イ ク ルを管理し ます。Cisco CMX で実
行さ れるすべてのサービ ス を開始、停止、およびモニ タ し ます。

cache_6379 ロ ケーシ ョ ン  サービ スに よ って使用さ れるサービ ス を キ ャ ッ シ ュ し
ます。

cache_6380 分析サービ スに よ って使用さ れるサービ ス を キ ャ ッ シ ュ し ます。

cache_6381 分析サービ スに よ って使用さ れるサービ ス を キ ャ ッ シ ュ し ます。

cassandra ロ ケーシ ョ ン  サービ スで履歴データ に使用する  Cassandra デー
タベース  サービ ス を有効化し ます。

configuration ノ ー ド およびク ラ ス タ を構成し ます。

confd 内部サービ ス。

consul 内部サービ ス。

database 分析および構成サービ スに よ って使用さ れるデータベース  サービ ス
を有効化し ます。

haproxy すべてのサービ ス  API に対し て TCP ま たは HTTP ロー ド  バラ ンサの
ゲー ト ウ ェ イ を有効化し ます。

location 位置を計算する ロ ケーシ ョ ン  サービ ス を有効化し ます。

matlabengine ロ ケーシ ョ ン  サービ スのア ク セス  ポ イ ン ト  ヒ ー ト マ ッ プを提供し
ます。

metrics シ ス テム  メ ト リ ッ ク を収集し ます。

nmsplb Network Mobility Services Protocol（NMSP） メ ッ セージを ロ ケーシ ョ ン  
サービ スに配信する ために使用する ロー ド  バ ラ ンサ サービ ス を有効
化し ます。

influxdb さ ま ざ ま なサービ スの統計情報を保管する ために使用するデー
タベース  サービ ス を有効化し ます。

iodocs さ ま ざ ま なサービ スに よ って提供さ れる  REST API のオン ラ イ ン  
ド キ ュ メ ン ト  サービ ス を有効化し ます。

qlesspyworker 内部サービ ス。
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cmxctl restart 
例 次に、Cisco CMX サービ ス を再開する例を示し ます。

[root@server bin]# cmxctl restart database

Done
The nodeagent service is currently running with PID: 16718
Stopping postgres Process...
Successfully shutdown postgres Process.
Starting postgres Process...
Done
Started postgres service with PID: 25702
Exception while notifying CE
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cmxctl start
cmxctl start
Cisco Connected Mobile Experiences（Cisco CMX）サービ ス を開始する には、cmxctl start コ マン ド
を使用し ます。

cmxctl start {analytics | agent | cache_6379 | cache_6380 | cache_6381 | cassandra | 
configuration | confd | consul | database | haproxy | location | matlabengine | metrics | 
nmsplb | influxdb | iodocs | qlesspyworker}

構文の説明

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

analytics 計算さ れた位置データ を分析し ます。

agent Cisco CMX シ ス テムの ラ イ フサ イ ク ルを管理し ます。Cisco CMX で実
行さ れるすべてのサービ ス を開始、停止、およびモニ タ し ます。

cache_6379 ロ ケーシ ョ ン  サービ スに よ って使用さ れるサービ ス を キ ャ ッ シ ュ し
ます。

cache_6380 分析サービ スに よ って使用さ れるサービ ス を キ ャ ッ シ ュ し ます。

cache_6381 分析サービ スに よ って使用さ れるサービ ス を キ ャ ッ シ ュ し ます。

cassandra ロ ケーシ ョ ン  サービ スで履歴データ に使用する  Cassandra デー
タベース  サービ ス を有効化し ます。

configuration ノ ー ド およびク ラ ス タ を構成し ます。

confd 内部サービ ス。

consul 内部サービ ス。

database 分析および構成サービ スに よ って使用さ れるデータベース  サービ ス
を有効化し ます。

haproxy すべてのサービ ス  API に対し て TCP ま たは HTTP ロー ド  バラ ンサの
ゲー ト ウ ェ イ を有効化し ます。

location 位置を計算する ロ ケーシ ョ ン  サービ ス を有効化し ます。

matlabengine ロ ケーシ ョ ン  サービ スのア ク セス  ポ イ ン ト  ヒ ー ト マ ッ プを提供し
ます。

metrics シ ス テム  メ ト リ ッ ク を収集し ます。

nmsplb Network Mobility Services Protocol（NMSP） メ ッ セージを ロ ケーシ ョ ン  
サービ スに配信する ために使用する ロー ド  バ ラ ンサ サービ ス を有効
化し ます。

influxdb さ ま ざ ま なサービ スの統計情報を保管する ために使用するデータ
ベース  サービ ス を有効化し ます。

iodocs さ ま ざ ま なサービ スに よ って提供さ れる  REST API のオン ラ イ ン  ド
キ ュ メ ン ト  サービ ス を有効化し ます。

qlesspyworker 内部サービ ス。
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cmxctl start 
例 次に、Cisco CMX サービ ス を開始する例を示し ます。

[root@server]# cmxctl start consul

Done
The nodeagent service is currently running with PID: 16718
Done
The analytics service is already running with pid: 1099
Done
Exception while notifying CE
Done
The location service is already running with pid: 16005
Done
Exception while notifying CE
Done
The configuration service is already running with pid: 16165
Done
Exception while notifying CE
Done
The matlabengine service is already running with pid: 1251
Done
Exception while notifying CE
Done
The nmsplb service is already running with pid: 1377
Done
Exception while notifying CE
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cmxctl status
1 つま たはすべての Cisco Connected Mobile Experiences（Cisco CMX）サービ スのス テータ ス を表
示する には、cmxctl status コ マン ド を使用し ます。

cmxctl status [analytics | agent | cache_6379 | cache_6380 | cache_6381 | cassandra | 
configuration | confd | consul | database | haproxy | location | matlabengine | metrics | 
nmsplb | influxdb | iodocs | qlesspyworker]

構文の説明

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

analytics 計算さ れた位置データ を分析し ます。

agent Cisco CMX シ ス テムの ラ イ フサ イ ク ルを管理し ます。Cisco CMX で実
行さ れるすべてのサービ ス を開始、停止、およびモニ タ し ます。

cache_6379 ロ ケーシ ョ ン  サービ スに よ って使用さ れるサービ ス を キ ャ ッ シ ュ し
ます。

cache_6380 分析サービ スに よ って使用さ れるサービ ス を キ ャ ッ シ ュ し ます。

cache_6381 分析サービ スに よ って使用さ れるサービ ス を キ ャ ッ シ ュ し ます。

cassandra ロ ケーシ ョ ン  サービ スで履歴データ に使用する  Cassandra デー
タベース  サービ ス を有効化し ます。

configuration ノ ー ド およびク ラ ス タ を構成し ます。

confd 内部サービ ス。

consul 内部サービ ス。

database 分析および構成サービ スに よ って使用さ れるデータベース  サービ ス
を有効化し ます。

haproxy すべてのサービ ス  API に対し て TCP ま たは HTTP ロー ド  バラ ンサの
ゲー ト ウ ェ イ を有効化し ます。

location 位置を計算する ロ ケーシ ョ ン  サービ ス を有効化し ます。

matlabengine ロ ケーシ ョ ン  サービ スのア ク セス  ポ イ ン ト  ヒ ー ト マ ッ プを提供し
ます。

metrics シ ス テム  メ ト リ ッ ク を収集し ます。

nmsplb Network Mobility Services Protocol（NMSP） メ ッ セージを ロ ケーシ ョ ン  
サービ スに配信する ために使用する ロー ド  バ ラ ンサ サービ ス を有効
化し ます。

influxdb さ ま ざ ま なサービ スの統計情報を保管する ために使用するデータ
ベース  サービ ス を有効化し ます。

iodocs さ ま ざ ま なサービ スに よ って提供さ れる  REST API のオン ラ イ ン  ド
キ ュ メ ン ト  サービ ス を有効化し ます。

qlesspyworker 内部サービ ス。
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cmxctl status 
例 以下に、コ ン ソール サービ スのス テータ ス を表示する例を示し ます。

[root@server]# cmxctl status consul

Done
The nodeagent service is currently running with PID: 16718
+--------------+---------------+---------+----------------+
| Host         | Service       | Status  | Uptime (HH:mm) |
+--------------+---------------+---------+----------------+
| cmx-master-1 | Analytics     | Running | 0 days, 05:17  |
+--------------+---------------+---------+----------------+
| cmx-master-1 | Cache_6379    | Running | 0 days, 05:17  |
+--------------+---------------+---------+----------------+
| cmx-master-1 | Cache_6380    | Running | 0 days, 05:17  |
+--------------+---------------+---------+----------------+
| cmx-master-1 | Cache_6381    | Running | 0 days, 05:17  |
+--------------+---------------+---------+----------------+
| cmx-master-1 | Cassandra     | Running | 0 days, 04:08  |
+--------------+---------------+---------+----------------+
| cmx-master-1 | Confd         | Running | 0 days, 03:40  |
+--------------+---------------+---------+----------------+
| cmx-master-1 | Configuration | Running | 0 days, 03:43  |
+--------------+---------------+---------+----------------+
| cmx-master-1 | Consul        | Running | 0 days, 05:17  |
+--------------+---------------+---------+----------------+
| cmx-master-1 | Database      | Running | 0 days, 05:17  |
+--------------+---------------+---------+----------------+
| cmx-master-1 | Haproxy       | Running | 0 days, 05:17  |
+--------------+---------------+---------+----------------+
| cmx-master-1 | Influxdb      | Running | 0 days, 05:17  |
+--------------+---------------+---------+----------------+
| cmx-master-1 | Iodocs        | Running | 0 days, 05:17  |
+--------------+---------------+---------+----------------+
| cmx-master-1 | Location      | Running | 0 days, 03:43  |
+--------------+---------------+---------+----------------+
| cmx-master-1 | Matlabengine  | Running | 0 days, 05:17  |
+--------------+---------------+---------+----------------+
| cmx-master-1 | Metrics       | Running | 0 days, 05:17  |
+--------------+---------------+---------+----------------+
| cmx-master-1 | Nmsplb        | Running | 0 days, 05:16  |
+--------------+---------------+---------+----------------+
| cmx-master-1 | Qlesspyworker | Running | 0 days, 05:23  |
+--------------+---------------+---------+----------------+
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cmxctl stop
Cisco Connected Mobile Experiences（Cisco CMX）サービ ス を停止する には、cmxctl start コ マン ド
を使用し ます。

cmxctl stop {analytics | agent | cache_6379 | cache_6380 | cache_6381 | cassandra | 
configuration | confd | consul | database | haproxy | location | matlabengine | metrics | 
nmsplb | influxdb | iodocs | qlesspyworker}

構文の説明

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

サービ スは実行中です。

analytics 計算さ れた位置データ を分析し ます。

agent Cisco CMX シ ス テムの ラ イ フサ イ ク ルを管理し ます。Cisco CMX で実
行さ れるすべてのサービ ス を開始、停止、およびモニ タ し ます。

cache_6379 ロ ケーシ ョ ン  サービ スに よ って使用さ れるサービ ス を キ ャ ッ シ ュ し
ます。

cache_6380 分析サービ スに よ って使用さ れるサービ ス を キ ャ ッ シ ュ し ます。

cache_6381 分析サービ スに よ って使用さ れるサービ ス を キ ャ ッ シ ュ し ます。

cassandra ロ ケーシ ョ ン  サービ スで履歴データ に使用する  Cassandra デー
タベース  サービ ス を有効化し ます。

configuration ノ ー ド およびク ラ ス タ を構成し ます。

confd 内部サービ ス。

consul 内部サービ ス。

database 分析および構成サービ スに よ って使用さ れるデータベース  サービ ス
を有効化し ます。

haproxy すべてのサービ ス  API に対し て TCP ま たは HTTP ロー ド  バラ ンサの
ゲー ト ウ ェ イ を有効化し ます。

location 位置を計算する ロ ケーシ ョ ン  サービ ス を有効化し ます。

matlabengine ロ ケーシ ョ ン  サービ スのア ク セス  ポ イ ン ト  ヒ ー ト マ ッ プを提供し
ます。

metrics シ ス テム  メ ト リ ッ ク を収集し ます。

nmsplb Network Mobility Services Protocol（NMSP） メ ッ セージを ロ ケーシ ョ ン  
サービ スに配信する ために使用する ロー ド  バ ラ ンサ サービ ス を有効
化し ます。

influxdb さ ま ざ ま なサービ スの統計情報を保管する ために使用するデー
タベース  サービ ス を有効化し ます。

iodocs さ ま ざ ま なサービ スに よ って提供さ れる  REST API のオン ラ イ ン  
ド キ ュ メ ン ト  サービ ス を有効化し ます。

qlesspyworker 内部サービ ス。
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cmxctl stop 
例 以下に、分析サービ ス を停止する例を示し ます。

[root@server]# cmxctl stop analytics

Done
The nodeagent service is currently running with PID: 16987
Stopping analytics Process...
Service analytics with pid: 19095
Retrying..
Done
Successfully shutdown analytics Process.
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cmxctl users
cmxctl users
CLI を使用し て Cisco Connected Mobile Experiences（Cisco CMX）ユーザを一覧表示ま たは設定す
る には、cmxctl users コ マン ド を使用し ます。

cmxctl users {list | passwd username}

構文の説明

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

例 以下に、CLI を使用し て Cisco CMX ユーザを一覧表示する例を示し ます。

[root@server]# cmxctl users list

+----------+--------------+-----------+
| Username |  Full Name   |   Roles   |
+==========+==============+===========+
| monitor  | Monitor User | Read Only |
+----------+--------------+-----------+
| admin    | Admin User   | Admin     |
+----------+--------------+-----------+

list 現在のユーザをすべて一覧表示し ます。

passwd ユーザのパス ワー ド を設定し ます。

username Cisco CMX でのユーザのユーザ名。
1-20
Cisco CMX コ マン ド  リ フ ァ レンス ガイ ド

  



 

第 1 章      CLI コマン ド
cmxctl version 
cmxctl version
Cisco Connected Mobile Experiences（Cisco CMX）のバージ ョ ン を確認する には、cmxctl version コ
マン ド を使用し ます。

cmxctl version

構文の説明 こ の コ マン ド には引数ま たはキーワー ド はあ り ません。

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

例 以下に、Cisco CMX のバージ ョ ン情報を表示する方法を示し ます。

[root@server]# cmxctl version

Build Version   : 10.1.0-27
Build Time      : 2015-05-05 03:06:45.437430
----------------------------------------------------------------------
Name            : cmx-ng-container
Commit Count    : 17
Short Hash      : bf20ec1
----------------------------------------------------------------------
Name            : cmx-ng-location
Commit Count    : 5
Short Hash      : efc84fa
----------------------------------------------------------------------
Name            : cmx-ng-ui
Commit Count    : 5
Short Hash      : d793df7
----------------------------------------------------------------------
Name            : cmx-ova
Build Time      : Fri Feb 20 06:34:38 UTC 2015
----------------------------------------------------------------------
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cmxctl config コマン ド
cmxctl config コマン ド
こ こ では、cmxctl config コ マン ド の一覧を示し ます。

 • cmxos backup（1-32 ページ）

 • cmxctl config controllers（1-23 ページ）

 • cmxctl config import（1-24 ページ）

 • cmxctl config maps（1-25 ページ）

 • cmxctl config reload（1-26 ページ）

 • cmxos restore（1-39 ページ）

 • cmxctl config sma（1-27 ページ）

 • cmxctl config verify（1-28 ページ）
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cmxctl config controllers
シ ス コ  ワ イ ヤレ ス  コ ン ト ローラ（Cisco WLC）を管理する には、cmxctl config controllers コ マン
ド を使用し ます。

cmxctl config controllers {add | delete | import | show}

構文の説明

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

使用上のガイ ド
ラ イ ン

Cisco WLC が追加される と 、「controller added successfully」 と い う メ ッ セージが表示されます。こ
れは、コ マン ド が正し く 解析さ れた こ と だけを意味し ます。Cisco WLC がア ク テ ィ ブでない こ と
を確認する には、cmxctl controllers show コ マン ド を実行する必要があ り ます。

例 以下に、Cisco WLC 情報を表示する例を示し ます。

[root@server]# cmxctl config controllers show

+--------------+------+------------+----------------+------+--------+
| IP Address | Type | Version | Device Version | SHA2 | Status |
+--------------+------+------------+----------------+------+--------+
| 30.30.30.65 | WLC | 8.0.72.141 | - | No | ACTIVE |
+--------------+------+------------+----------------+------+--------+
| 30.30.30.44 | WLC | 8.0.72.141 | - | No | ACTIVE |
+--------------+------+------------+----------------+------+--------+
| 30.30.30.46 | WLC | 8.0.72.141 | - | No | ACTIVE |
+--------------+------+------------+----------------+------+--------+
| 30.30.30.70 | WLC | 8.0.72.141 | - | No | ACTIVE |
+--------------+------+------------+----------------+------+--------+
| 30.30.30.93 | WLC | 8.0.72.141 | - | No | ACTIVE |
+--------------+------+------------+----------------+------+--------+
| 30.30.30.97 | WLC | 8.0.72.141 | - | No | ACTIVE |
+--------------+------+------------+----------------+------+--------+
| 30.30.30.35 | WLC | 8.0.72.141 | - | No | ACTIVE |
+--------------+------+------------+----------------+------+--------+
| 30.30.30.58 | WLC | 8.0.72.141 | - | No | ACTIVE |
+--------------+------+------------+----------------+------+--------+
| 30.30.30.82 | WLC | 8.0.72.141 | - | No | ACTIVE |
+--------------+------+------------+----------------+------+--------+
| 30.30.30.84 | WLC | 8.0.72.141 | - | No | ACTIVE |
+--------------+------+------------+----------------+------+--------+
| 30.30.30.53 | WLC | 8.0.72.141 | - | No | ACTIVE |
+--------------+------+------------+----------------+------+--------+

add Cisco WLC を追加し ます。

delete Cisco WLC を削除し ます。

import 対応する ク レデンシ ャルを指定する か、エ ク ス ポー ト し た Cisco Prime 
Infrastructure MAP フ ァ イルを  Cisco CMX サーバの /opt デ ィ レ ク ト リ
に配置し て、その MAP フ ァ イルのパス を指定する こ と に よ り 、Cisco 
Prime Infrastructure か ら  Cisco WLC を イ ンポー ト し ます。

show Cisco WLC に関する情報を表示し ます。
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cmxctl config import
Cisco Prime Infrastructure か ら マ ッ プおよびシ ス コ  ワ イ ヤレ ス  コ ン ト ローラ（Cisco WLC）を イ ン
ポー ト する には、cmxctl config import コ マン ド を使用し ます。

cmxctl config import {prime | status} 

構文の説明

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

例 次に、Cisco Prime Infrastructure か ら マ ッ プおよび Cisco WLC を イ ンポー ト する例を示し ます。

[root@server]# cmxctl config import prime

Please enter PI ip address: x.x.x.x
Please enter PI username [root]: root
Please enter PI password [Public123]:

Import successfully started from PI x.x.x.x. Check import status using cmxctl config 
import status.

prime Cisco Prime Infrastructure か ら マ ッ プを イ ンポー ト し ます。

status イ ンポー ト  ス テータ ス を表示し ます。
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cmxctl config maps
マ ッ プを イ ンポー ト および管理する には、cmxctl config maps コ マン ド を使用し ます。

cmxctl config maps {address | delete | import}

構文の説明

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し。

例 以下に、マ ッ プを イ ンポー ト し て管理する例を示し ます。

[root@server]# cmxctl config maps import

Please specify import type [PI / FILE] [FILE]: PI
Please enter PI ip address: x.x.x.x
Please enter PI username [root]: root
Please enter PI password [Public123]:

Import successfully started from PI 173.37.206.3. Check import status using cmxctl config 
import status.

address マ ッ プのア ド レ ス を イ ンポー ト し ます。

delete キ ャ ンパス  マ ッ プを削除し ます。

import Cisco Prime Infrastructure か ら マ ッ プを イ ンポー ト し ます。
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cmxctl config reload
強制的に設定フ ァ イルを生成する には、cmxctl config reload コ マン ド を使用し ます。

cmxctl config reload

構文の説明 こ の コ マン ド には引数ま たはキーワー ド はあ り ません。

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

例 以下に、強制的に設定フ ァ イルを生成する例を示し ます。

[root@server]# cmxctl config reload

2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: WARNING Skipping confd config file.
2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: INFO Target config 
/opt/cmx/etc/analytics.conf in sync
2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: INFO Target config 
/opt/cmx/etc/cassandra/cassandra-env.sh in sync
2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: INFO Target config 
/opt/cmx/etc/cassandra/cassandra.yaml in sync
2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: INFO Target config 
/opt/cmx/etc/collectd.conf in sync
2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: INFO Target config 
/opt/cmx/etc/configuration.conf in sync
2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: INFO Target config 
/opt/cmx/etc/connect.conf in sync
2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: INFO Target config 
/opt/cmx/etc/halo.conf in sync
2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: INFO Target config 
/opt/cmx/etc/haproxy.cfg in sync
2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: INFO Target config 
/opt/cmx/etc/influxdb.conf in sync
2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: INFO Target config 
/opt/cmx/etc/location.conf in sync
2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: INFO Target config 
/opt/cmx/etc/matlabengine.conf in sync
2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: INFO Target config 
/opt/cmx/etc/nmsplb.conf in sync
2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: INFO Target config 
/opt/cmx/etc/nmspproxy.conf in sync
2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: INFO Target config 
/opt/cmx/etc/postgresql.conf in sync
2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: INFO Target config 
/opt/cmx/etc/redis_6379.conf in sync
2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: INFO Target config 
/opt/cmx/etc/redis_6380.conf in sync
2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: INFO Target config 
/opt/cmx/etc/redis_6381.conf in sync
2015-03-10T17:45:50Z cmx-vmdev117 -verbose[17174]: ERROR template: 
redis.template.conf:15:20: executing "redis.template.conf" at <getv ($tag | printf ...>: 
error calling getv: key does not exist
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cmxctl config sma
ソーシ ャル メ デ ィ ア分析（SMA）を管理する には、cmxctl config sma コ マン ド を使用し ます。

cmxctl config sma {proxy | twitter}

構文の説明

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

使用上のガイ ド
ラ イ ン

SMA プ ロ キシを設定し た後、qlesspyworker を再開し て変更を適用し ます。

例 以下に、SMA を管理する例を示し ます。

[root@server]# cmxctl config sma proxy

Please enter value for http proxy: http://proxy.cisco.com:80
Please enter value for https proxy: http://proxy.cisco.com:80
SMA Proxies have been set. Please restart qlesspyworker for the changes to take effect.

proxy HTTP プ ロ キシを設定し ます。

twitter Twitter ク レデンシ ャルを設定し ます。
1-27
Cisco CMX コ マン ド  リ フ ァ レ ンス ガイ ド     

 



 

第 1 章      CLI コ マン ド          
cmxctl config verify
cmxctl config verify
Cisco Connected Mobile Experiences（Cisco CMX）の イ ン ス ト ール済み環境 と 設定を確認する に
は、cmxctl config verify コ マン ド を使用し ます。

cmxctl config verify 

構文の説明 こ の コ マン ド には引数ま たはキーワー ド はあ り ません。

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

例 以下に、Cisco CMX イ ン ス ト ール済み環境 と 設定を確認する例を示し ます。

[root@server]# cmxctl config verify

Verifying node configuration...
NetworkManager: unrecognized service
Consul v0.4.1
Consul Protocol: 2 (Understands back to: 1)
confd 0.6.0
+-----------------+--------------------------------+------------+-------------------------
--+
|     module      |             check              |   passed   |            msg            
|
+=================+================================+============+=========================
==+
| netman_stopped  | NetworkManager service is not  | Success    |                           
|
|                 | running                        |            |                           
|
+-----------------+--------------------------------+------------+-------------------------
--+
| matlabengine    | http://matlabengine.service.co | Failed     | check the log files 
under |
|                 | nsul:5577/api/services/matlabe |            | /opt/cmx/var/log          
|
|                 | ngine/status                   |            |                           
|
+-----------------+--------------------------------+------------+-------------------------
--+
| database        | connect to database port:5432  | Success    |                           
|
+-----------------+--------------------------------+------------+-------------------------
--+
| consul_dns      | 127.0.0.1 (consul) is present  | Success    |                           
|
|                 | as dns server in               |            |                           
|
|                 | /etc/resolv.conf               |            |                           
|
+-----------------+--------------------------------+------------+-------------------------
--+
| etchost_hacks   | consul service hostnames not   | Success    |                           
|
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|                 | static in /etc/hosts           |            |                           
|
+-----------------+--------------------------------+------------+-------------------------
--+
| analytics       | http://analytics.service.consu | Failed     | check the log files 
under |
|                 | l:5556/api/services/analytics/ |            | /opt/cmx/var/log          
|
|                 | status                         |            |                           
|
+-----------------+--------------------------------+------------+-------------------------
--+
| hostname_ping   | ping to hostname:cmx-master-1  | Success    |                           
|
+-----------------+--------------------------------+------------+-------------------------
--+
| location        | http://location.service.consul | Failed     | check the log files 
under |
|                 | :5555/api/services/location/st |            | /opt/cmx/var/log          
|
|                 | atus                           |            |                           
|
+-----------------+--------------------------------+------------+-------------------------
--+
| confd_installed | Confd is installed             | Success    |                           
|
+-----------------+--------------------------------+------------+-------------------------
--+
| consul_installe | Consul is installed            | Success    |                           
|
| d               |                                |            |                           
|
+-----------------+--------------------------------+------------+-------------------------
--+
| nmsplb          | http://nmsplb.service.consul:6 | Failed     | check the log files 
under |
|                 | 001/api/services/nmsplb/status |            | /opt/cmx/var/log          
|
+-----------------+--------------------------------+------------+-------------------------
--+
| configuration   | http://configuration.service.c | Failed     | check the log files 
under |
|                 | onsul:6000/api/services/config |            | /opt/cmx/var/log          
|
|                 | uration/status                 |            |                           
|
+-----------------+--------------------------------+------------+-------------------------
--+
| cassandra       | connect to cassandra port:9042 | Success    |                           
|
+-----------------+--------------------------------+------------+-------------------------
--+-+
1-29
Cisco CMX コ マン ド  リ フ ァ レ ンス ガイ ド     

 



 

第 1 章      CLI コ マン ド          

cmxos コマン ド
cmxos コマン ド
こ こ では、cmxos コ マン ド の一覧を示し ます。

 • cmxos addswap（1-31 ページ）

 • cmxos backup（1-32 ページ）

 • cmxos configure（1-34 ページ）

 • cmxos firstboot（1-35 ページ）

 • cmxos fixhaproxy（1-36 ページ）

 • cmxos openports（1-37 ページ）

 • cmxos reconfigure（1-38 ページ）

 • cmxos restore（1-39 ページ）

 • cmxos upgrade（1-40 ページ）

 • cmxos verify（1-42 ページ）
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cmxos addswap
オペレーテ ィ ン グ  シ ス テムに 10 GB の領域を追加する には、cmxos addswap コ マン ド を使用し
ます。

cmxos addswap

構文の説明 こ の コ マン ド には引数ま たはキーワー ド はあ り ません。

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

使用上のガイ ド
ラ イ ン

こ の コ マン ド は、root ユーザ レベルで実行する必要があ り ます。

例 以下に、オペレーテ ィ ン グ  シ ス テムのデ ィ ス ク領域を増やす例を示し ます。

[root@server]# cmxos addswap 

10485760+0 records in
10485760+0 records out
10737418240 bytes (11 GB) copied, 29.6845 s, 362 MB/s
Setting up swapspace version 1, size = 10485756 KiB
no label, UUID=2734f069-e687-4635-b2d6-9381241bc7ee
swap added, run system info to verify
[root@cmx-vmdev146 ~]#
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cmxos backup
cmxos backup
ノ ー ド をバ ッ ク ア ッ プする には、cmxos backup コ マン ド を使用し ます。

cmxos backup

構文の説明 こ の コ マン ド には引数ま たはキーワー ド はあ り ません。

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

使用上のガイ ド
ラ イ ン

こ の コ マン ド は、cmxadmin（非 root）アカ ウ ン ト を使用し て実行する必要があ り ます。

例 以下に、ノ ー ド をバ ッ ク ア ッ プする例を示し ます。

[root@server]# cmxos backup

Please enter the path for backup file [/tmp]: 
[17:43:50] Preparing for backup...
[17:43:50] Backup Database...
[17:43:51] Backup Cache...
[17:43:51] Backup Cassandra...
[17:43:53] Backup InfluxDb...
[17:43:53] Backup Consul...
[17:43:53] Backup Floormaps...
[17:43:53] Backup node configuration...
[17:43:59] Creating tar file..
[17:43:59] Done Backup. Created backup file 
/tmp/cmx_backup_cmx-vmdev117_2015_03_10_17_43.tar.gz
?]0;root@cmx-vmdev117:~[root@cmx-vmdev117 ~]# cmxos restore
?[?1034hPlease enter the backup file path: 
/tmp/cmx_backup_cmx-vmdev117_2015_03_10_17_43.tar.gz
[17:44:12] Preparing for restore...
[17:44:12] Untarring backup file...
[17:44:13] Stopping all services...
[17:44:16] Restoring Database...
Restarting database...
[17:44:26] Restoring Cache...
Stopping cache_6379...
Restarting cache_6379...
Stopping cache_6381...
Restarting cache_6381...
Stopping cache_6380...
Restarting cache_6380...
[17:44:55] Restoring Cassandra...
Stopping Cassandra...
Restarting Cassandra...
...............
[17:45:19] Restoring Influxdb...
[17:45:19] Restoring consul...
[17:45:19] Restoring floormaps...
1-32
Cisco CMX コ マン ド  リ フ ァ レンス ガイ ド

  



 

第 1 章      CLI コマン ド
cmxos backup 
[17:45:19] Running Post Restore Tasks...
[17:45:19] Migrating Schemas...
[17:45:19] Migrating Cassandra schemas...
[17:45:20] Restarting all services...
[17:45:23] Done
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cmxos configure
cmxos configure
ネ ッ ト ワークおよびオペレーテ ィ ン グ  シ ス テム  パ ラ メ ータ を設定する には、cmxos configure コ
マン ド を使用し ます。

cmxos configure

構文の説明 こ の コ マン ド には引数ま たはキーワー ド はあ り ません。

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

使用上のガイ ド
ラ イ ン

こ の コ マン ド は、root ユーザ レベルで実行する必要があ り ます。デバイ スがすでに設定さ れてい
る場合、--force オプシ ョ ン を使用する こ と で、設定を強制的に更新で き ます。

例 以下に、ネ ッ ト ワークおよびオペレーテ ィ ン グ  シ ス テムのパラ メ ータ を設定する例を示し ます。

[root@server]# cmxos configure --force

*** The system is already configured

********************************************************************************
Checking if the machine meets required specification...
********************************************************************************
+----------+------------------------+--------------+--------+
|  Check   |        expected        |    actual    | Result |
+==========+========================+==============+========+
| memory   | 8GB                    | 25GB         | ?      |
+----------+------------------------+--------------+--------+
| cpu      | 4                      | 8            | ?      |
+----------+------------------------+--------------+--------+
| disk     | 50GB                   | 51GB         | ?      |
+----------+------------------------+--------------+--------+
| hostname | rfc compliant hostname | cmx-vmdev146 | ?      |
+----------+------------------------+--------------+--------+
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cmxos firstboot
Cisco Connected Mobile Experiences（Cisco CMX）のバージ ョ ン を再度セ ッ ト ア ッ プする には、
cmxos firstboot コ マン ド を使用し ます。

cmxos firstboot

構文の説明 こ の コ マン ド には引数ま たはキーワー ド はあ り ません。

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

使用上のガイ ド
ラ イ ン

こ の コ マン ド は、root ユーザ レベルで実行する必要があ り ます。

例 以下に、Cisco CMX サービ ス を再度セ ッ ト ア ッ プする例を示し ます。

[root@server]# cmxos firstboot 

Not first boot....Exiting...
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cmxos fixhaproxy
Cisco Connected Mobile Experiences（Cisco CMX）に対する  HAproxy ア ク セ ス許可を確認する に
は、cmxos fixhaproxy コ マン ド を使用し ます。

cmxos fixhaproxy

構文の説明 こ の コ マン ド には引数ま たはキーワー ド はあ り ません。

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

使用上のガイ ド
ラ イ ン

こ の コ マン ド は、root ユーザ レベルで実行する必要があ り ます。

例 以下に、HAproxy ア ク セ ス許可を確認する例を示し ます。

[root@server]# cmxos fixhaproxy 

Raising haproxy setcap...
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cmxos openports
ノ ー ド  ルールに従ってポー ト を開 く には、cmxos openports コ マン ド を使用し ます。

cmxos openports {analytics | location | database}

構文の説明

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

使用上のガイ ド
ラ イ ン

こ の コ マン ド は、root ユーザ レベルで実行する必要があ り ます。

例 以下に、ノ ー ド に基づいてポー ト を開 く 例を示し ます。

[root@server]# cmxos openports analytics

Opened port 6541
Opened port 6542

Successfully opened all ports. Saving iptables info...

analytics ノ ー ド に 10 GB のス ワ ッ プ領域を追加し ます。

location ネ ッ ト ワークおよびオペレーテ ィ ング  シ ス テム  パ ラ メ ータ を設定し
ます。

database Cisco Connected Mobile Experiences（Cisco CMX）データベース を再度
セ ッ ト ア ッ プ し ます。
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cmxos reconfigure
導入後にネ ッ ト ワーク構成情報を変更する には、Cisco Connected Mobile Experiences（Cisco 
CMX）CLI に接続し、cmxos reconfigure コ マン ド を実行し ます。

cmxos reconfigure

構文の説明 こ の コ マン ド には引数ま たはキーワー ド はあ り ません。

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

使用上のガイ ド
ラ イ ン

こ の コ マン ド （root ユーザ レベルで実行する必要があ り ます）を使用し て、IP ア ド レ ス、ネ ッ ト マ
ス ク、デフ ォル ト  ゲー ト ウ ェ イ、DNS サーバ情報を変更する こ と も で き ます。

例 以下に、Cisco CMX を イ ン ス ト ールし た後にネ ッ ト ワーク を再構成する例を示し ます。

[root@server]# cmxos reconfigure 

注 こ の コ マン ド に よ って開 く  [Device Configuration] ウ ィ ン ド ウ で、該当する ア ク シ ョ ン（つま り 、
デバイ ス ま たは DNS の再構成）を実行で き ます。
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cmxos restore
ノ ー ド を復元する には、cmxos restore コ マン ド を使用し ます。

cmxos restore

構文の説明

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

例 以下に、ノ ー ド を復元する例を示し ます。

[root@server]# cmxos restore

Please enter the backup file path: /tmp/cmx_backup_cmx-vmdev117_2015_03_10_17_43.tar.gz
[17:44:12] Preparing for restore...
[17:44:12] Untarring backup file...
[17:44:13] Stopping all services...
[17:44:16] Restoring Database...
Restarting database...
[17:44:26] Restoring Cache...
Stopping cache_6379...
Restarting cache_6379...
Stopping cache_6381...
Restarting cache_6381...
Stopping cache_6380...
Restarting cache_6380...
[17:44:55] Restoring Cassandra...
Stopping Cassandra...
Restarting Cassandra...
...............
[17:45:19] Restoring Influxdb...
[17:45:19] Restoring consul...
[17:45:19] Restoring floormaps...
[17:45:19] Running Post Restore Tasks...
[17:45:19] Migrating Schemas...
[17:45:19] Migrating Cassandra schemas...
[17:45:20] Restarting all services...
[17:45:23] Done

--file PATH バ ッ ク ア ッ プ フ ァ イルが置かれてい る場所のパス。

--path DIRECTORY バ ッ ク ア ッ プ フ ァ イルを作成する場所のパス。

-i、--include_only TEXT 選択し た部分だけを復元し ます。オプシ ョ ンは、database、cache、
cassandra、influxdb、consul、floormaps、licenses、setup です。

--HELP ヘルプ コ ンテン ツ を表示し ます。
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cmxos upgrade
Cisco Connected Mobile Experiences（Cisco CMX）を新し い Red Hat Package Manager（RPM）ま たは
パ ッ ケージでア ッ プグ レー ド する には、cmxos upgrade コ マン ド を使用し ます。

cmxos upgrade

構文の説明 こ の コ マン ド には引数ま たはキーワー ド はあ り ません。

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

使用上のガイ ド
ラ イ ン

こ の コ マン ド は、root ユーザ レベルで実行する必要があ り ます。CLI では、ローカル フ ァ イルま
たは HTTP URL を使用で き ます。こ の コ マン ド が機能する のは、既存のバージ ョ ン よ り 新し い
バージ ョ ンにア ッ プグ レー ド する場合のみです。

例 以下に、RPM ま たはパ ッ ケージを使用し て  Cisco CMX をア ッ プグ レー ド する例を示し ます。

[root@server]# cmxos upgrade 

The nodeagent service is not running.
Agent is not running, starting it now.
Starting nodeagent Process...

Stopping nodeagent Process...
Done
Successfully shutdown nodeagent Process.
Stopping consul Process...
Successfully shutdown consul Process.
Stopping qlesspyworker Process...
Successfully shutdown qlesspyworker Process.
Stopping cassandra Process...
Successfully shutdown cassandra Process.
Stopping iodocs Process...
The iodocs service is not running.
Stopping redis6383 Process...
Successfully shutdown redis6383 Process.
Stopping redis6380 Process...
Successfully shutdown redis6380 Process.
Stopping redis6381 Process...
Successfully shutdown redis6381 Process.
Stopping influxdb Process...
The influxdb service is not running.
Stopping collectd Process...
The collectd service is not running.
Stopping confd Process...
The confd service is not running.
Stopping redis6379 Process...
Successfully shutdown redis6379 Process.
Stopping redis6378 Process...
Successfully shutdown redis6378 Process.
Stopping haproxy Process...
Stopping postgres Process...
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Successfully shutdown postgres Process.
Stopping analytics Process...
The analytics service is not running.
Stopping location Process...
The location service is not running.
Stopping configuration Process...
The configuration service is not running.
Stopping halo Process...
The halo service is not running.
Stopping matlabengine Process...
The matlabengine service is not running.
Stopping nmsplb Process...
The nmsplb service is not running.
Shutting down
1-41
Cisco CMX コ マン ド  リ フ ァ レ ンス ガイ ド     

 



 

第 1 章      CLI コ マン ド          
cmxos verify
cmxos verify
仮想マシンの設定を確認する には、cmxos verify コ マン ド を使用し ます。

cmxos verify

構文の説明 こ の コ マン ド には引数ま たはキーワー ド はあ り ません。

コ マン ド  デフ ォ
ル ト

な し

例 以下に、仮想マシンの設定を確認する例を示し ます。

[root@server]# cmxos verify 

+----------+------------------------+--------------+--------+
|  Check   |        expected        |    actual    | Result |
+==========+========================+==============+========+
| memory   | 8GB                    | 25GB         | ?      |
+----------+------------------------+--------------+--------+
| cpu      | 4                      | 8            | ?      |
+----------+------------------------+--------------+--------+
| disk     | 50GB                   | 51GB         | ?      |
+----------+------------------------+--------------+--------+
| hostname | rfc compliant hostname | cmx-vmdev146 | ?      |
+----------+------------------------+--------------+--------+
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